
2014年日本建築学会作品選奨受賞

マルチスコープ・エネルギー卓越人材プログラムのご案内
エネルギー・情報卓越教育院

 修博一貫プログラム

 教育研究支援制度

 すべてのコースから参加可能

当教育院の特長

2014年日本建築学会作品選奨受賞

みなさまのご参加お待ちしております。

詳細は、ウェブサイトをご覧下さい。＞＞＞

 学生募集説明会(オンライン)
日時：2025年10月9日(木),  15日(水)

12:30-13:30/日本語及び英語

3分の活動紹介
ビデオ配信中＞＞＞

https://www.infosyenergy.titech.ac.jp/Academy/
https://www.infosyenergy.titech.ac.jp/Academy/
https://www.infosyenergy.titech.ac.jp/Academy/news/8602/
https://www.infosyenergy.titech.ac.jp/Academy/news/8602/


教育院の取り組み

“ ビックデータ科学” （AI解析+データ科学）
を活用したマルチスコープで新しいサステイナブル
なエネルギー社会をデザインする人材マルチスコープ・エネルギー卓越人材

未来社会を創造・デザイン・牽引する
目指す人材像

教育課程

本学で開発、実証されるキャンパスシステム技術

系統協調/分散エネルギーシステム

科学大 EEI棟

水素燃料電池

本学の様々なエネルギーデバイス・要素技術

水電解/燃料電池全固体電池

コンソーシアムの目指すもの

「エネルギーデバイス開発」と「システム開発」を
一体で推進することによるシナジー効果

 各学院横断で全学から教授・准教授70名以上が参画
 主要9部門を編成し、チーム型産学共同研究を提案、推進
 「未来のエネルギー社会をデザインする人材」を産学協働で育成
 学生と企業の人材戦略のマッチング、体系的リカレント教育の実現

公的
機関

世界
トップ大企業

デバイスと一体となったシステム研究

多元的
エネルギー学理

■「4つの科目群」による教育課程、「InfoSyEnergy研究/教育
コンソーシアム」との協業により3つのスコープ力を涵養

■一橋大学からの社会科学、教育力、専門力の提供

■本学開発実装のスマートエネルギーシステムにおける
エネルギービッグデータの活用。

■コンソーシアムの会員である27の企業、7の公的機関、
16の世界トップ大学との協業。

■国内外の企業、大学等での共同研究、インターンシップ
経験を通じ、現場対応能力、問題発見能力を涵養する。

■最先端の研究ワークショップや会員企業・海外大学との
交流イベント、国際フォーラムなどへの参加を通じ、
博士学生を中心とするグローバルな人的ネットワークを
構築する。

■企業メンター・国際メンター制度を導入し、多角的な
視野を養成する。

Science Tokyo

エネルギー・情報卓越教育院の概要

“ ビックデータ科学” （AI解析+データ科学）を
活用したマルチスコープで新しいサステイナブルな
エネルギー社会をデザインする人材マルチスコープ・エネルギー卓越人材

未来社会を創造・デザイン・牽引する
■目指す人材像■
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